
（様式第２号）

(実績)

実績

所属

電話

E-mail

～

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分 整理番号 14 課題区分 令和5年3月31日

横断的な課題 「地方回帰」の流れを捉えた新たな暮らし方・働き方の提案による移住定住の推進・地域人材の確保

地域重点政策 ４　北アルプス地域を選び、生き生きと活動できる地域づくり 北アルプス地域振興局

Ｃ

実 施 機 関 北アルプス地域振興局 担
当
課

企画振興課

事 業 名 地域おこし協力隊活動・定住支援事業
0261-23-6501

kitachi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

協力隊通信発行 協力隊通信発行 294,560

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

北アルプス地域で活動している地域おこし協力隊員、隊員OB・OG等による地域や活動分野を越
えた交流、ネットワークづくり及び情報交換の機会を創出し、隊員の任期終了後の地域への定住
を支援する。

現 状 と
課 題

R３年度までに卒業した隊員の県内定住・定着率は全県平均を上回っているが、昨今のコロナ禍
により他自治体隊員との交流や地域の魅力を感じる機会が減少しており、今後の定住・定着に影
響を及ぼすおそれがある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

「Kita Alps地域おこし協力隊通信」発行
北アルプス管内の現役隊員及び隊員ＯＢ・ＯＧを取材し、活動状況を把握するとともに、現役隊
員、隊員ＯＢ・ＯＧその他関係者に情報を発信することにより、隊員の任期終了後の定住及び地
域に定住している隊員ＯＢ・ＯＧの活動を支援する目的で、平成30年度から定期的に発行。
(1) 仕様　　　　　８ページ　Ａ４カラー刷　中綴じ冊子
(2) 発行回数　　２回（Vol.6、Vol.7）
(3) 掲載内容　　・隊員の紹介、日ごろの活動の様子や任期後の目標
　　　　　　　　　　　（Vol.6は当地域で活動する隊員を広く紹介し、Vol.7はインタビュー掲載を計画）
　　　　　　　　　　・隊員ＯＢ・ＯＧの隊員時代の体験談や現役隊員へのアドバイス
　　　　　　　　　　・協力隊に関する相談窓口一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　など
(4) 送付先等　　隊員、北アルプス地域サポーター等へ送付するとともに、局ホームページへ掲載

事業期間 令和４年10月 令和５年３月

　

合　　　　　　計 294,560

指
標
及
び
達
成
状
況

成　果　指　標 目標値 成果 達 成 状 況

通信への記事掲載人数（Vol.6。隊員の自己紹介文掲載人数） 全隊員の９割以上

事

業

費

等

（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額 備考

事
業
実
績
・
成
果

○Kita Alps地域おこし協力隊通信 Vol.6　（２月発行）
・令和５年１月１日現在、北アルプス地域で活動している地域おこし協力隊16名全員の方について、簡単なプ
ロフィールやコメントとともに紹介。
・元地域おこし協力隊の方が隊員になった経緯、担当業務、任期終了後の取組等について紹介。
・地域おこし協力隊の任期中の活動や任期終了後の定住等を応援する「地域おこし協力隊・北アルプス地域
サポーター」制度や各種相談窓口について紹介。
○Kita Alps地域おこし協力隊通信 Vol.7　（３月発行）
・現・元地域おこし協力隊の方が隊員になった経緯、担当業務、移住して感じることや今後の目標等を掲載。
・隊員ＯＢの事例発表などを行った交流会の様子や、各種相談窓口情報を掲載。

協力隊員や北アルプス地域サポーターに配付したほか局ホームページに掲載し、当地域で活躍する隊員の
状況について広く情報発信することができた。地域内の協力隊員全員のプロフィールや写真を網羅的に掲載
することで、隊員の活動に対する理解を深め、隊員同士の情報共有にもつながったものと考える。

今後の方向性
引き続き、情報提供や交流会を行うなど、地域おこし協力隊の活動や任期後の取組を支援してい
く。

10割 達 成

一部達成

未達成


